
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
而
上
墨
・
研
究

へ
完
）

1
一
合
成
實
膿
の
存
在
と
本
質
に
つ
い
て
一

宮

地

宏

二
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先
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ト
マ
ス
の
形
而
上
學
の
根
本
的
性
格
は
明
ら
か
に
さ
れ
π
Q
故
に
そ
の
昂
磯
黙
と
な
る
感
性
的
路
盤
、
廓
ち
合

成
蟹
膿
（
の
9
ω
紳
鋤
馨
幣
o
o
白
℃
o
ω
一
面
）
に
翻
す
る
ト
マ
ス
の
特
色
あ
る
存
在
論
の
展
開
と
諸
問
題
と
を
、
以
上
の
素
本
的
方
向
に
留
意
じ

な
が
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
「
論
謹
の
端
緒
は
物
の
何
疫
る
か
で
あ
る
の
で
、
理
性
が
或
る
事
物
に
つ
い
て
掘
擁
す
る
知
識
全
盤
の
端
緒
は
、
そ
の
物
の
蜜
盤
（
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
）
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
　
故
に
第
一
に
合
威
費
盤
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
撫
、
合
威
實
盤
に
嘗
て
は
、
蜜
量
的
形
相
（
陥
。
星
亀
節
蟹
σ
ω
欝
謬
鉱
巴
瓦
ω
）
と
質
料
が
晃
出
さ
れ
る
と
同
時
に
、
賓
盤
以
外
の
他
の
諸
範

疇
（
鋤
嬬
帥
℃
鑓
①
象
。
鋤
ヨ
Φ
謬
欝
）
が
合
域
当
盤
を
基
艦
と
し
て
み
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
へ
ば
「
火
」
が
質
料
と
蟹
騰
的
形
相
と
か
ら
語

る
合
辰
蟹
膿
で
あ
る
や
う
に
、
實
膿
と
附
精
有
（
自
δ
O
O
箆
Φ
コ
ω
）
と
の
薫
る
合
威
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
、
形
相
と
質
料
と
か
ら
の
合

威
蜜
膿
に
或
る
定
義
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
附
帯
有
と
基
盤
（
ω
償
σ
一
Φ
O
酔
償
ご
P
）
と
か
ら
の
合
威
糖
…
（
こ
れ
は
後
に
O
ω
o
陰
Φ
鋤
O
O
置
Φ
馨
鉱
Φ

と
名
附
け
ら
れ
る
）
に
も
そ
の
本
質
の
概
念
が
あ
る
か
ど
う
か
、
換
需
す
れ
ば
本
質
を
誉
ひ
表
は
す
概
念
で
あ
る
所
の
定
義
を
持
つ
か
ど

う
か
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
今
「
白
い
入
聞
し
（
び
o
B
◎
巴
ぴ
戯
ω
）
に
つ
い
て
考
へ
て
み
る
。
所
で
、
基
盤
の
固
有
の

　
　
　
｝
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
褥
上
攣
研
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
外
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醤
脳
研
究
第
輪
廓
午
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

檬
態
、
憤
裳
Ω
ω
既
◎
）
と
基
膿
の
本
質
は
同
じ
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
も
の
で
も
な
い
。
師
ち
、
我
汝
が
外
的
難
物
に
謝
し
て
、
そ
の

融
物
は
何
で
あ
る
か
　
ぬ
彊
一
傷
。
ω
け
り
）
を
闇
…
ふ
場
瓜
鴇
、
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
仕
方
で
或
物
…
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
閣
一
ひ
に
適
馬
副
に
答
へ
ら
れ
「
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

こ
と
が
出
留
る
追
越
を
我
汝
一
は
細
物
　
の
太
「
質
に
よ
っ
つ
て
知
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
…
場
ム
鷺
、
例
へ
ば
事
物
に
つ
い
て
何
で
あ
る
・
か
が
閣
∵
は

れ
、
「
懲
い
物
で
あ
る
し
と
か
、
「
坐
っ
て
み
る
」
と
か
、
「
甫
嶺
が
あ
る
」
と
か
い
ふ
や
う
に
、
附
帯
的
に
贅
物
に
つ
い
て
述
語
さ
れ
る

事
柄
は
、
そ
の
祝
物
の
本
質
に
封
ず
る
答
と
は
な
ら
な
い
。
侮
故
な
ら
、
敏
養
の
本
質
に
隠
す
る
纂
柄
は
、
そ
の
票
物
以
外
の
も
の
で
あ

り
、
「
教
養
が
あ
る
」
と
い
ふ
癖
は
そ
れ
円
盤
に
於
て
そ
の
事
物
に
舞
鶴
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
附
糟
的
に
蓮
語
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

鞭
っ
て
、
「
人
聞
し
と
か
、
「
動
物
し
と
か
、
「
實
盤
」
と
か
、
「
理
性
的
」
と
か
、
「
感
畳
的
」
と
い
っ
た
や
う
に
、
そ
れ
自
盤
に
於
て
蓮

語
さ
れ
る
纂
柄
が
、
そ
の
葱
物
の
本
質
で
あ
る
。
更
に
、
基
盤
の
檬
態
と
い
ふ
仕
方
で
そ
れ
鍵
盤
に
敢
て
蓮
語
さ
れ
る
纂
柄
は
、
そ
の
墓

盤
の
本
質
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
「
顔
が
白
い
」
と
い
ふ
場
含
、
「
頗
」
の
本
質
は
「
白
色
し
で
は
な
い
。
「
顔
」
の
本
質
と
「
白
色
」
の

本
質
は
異
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
「
顔
」
の
本
質
は
「
白
い
顔
」
で
は
な
い
。
飼
愚
な
ら
そ
の
本
質
を
求
め
て
み
る
「
毒
し
が
、
そ
の
本

質
の
定
義
の
中
に
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
本
質
と
は
、
例
へ
ば
、
「
動
物
」
の
定
義
の
中
に
．
「
入
間
」
が
含
ま
れ
な
い
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
そ
の
中
に
そ
の
當
の
物
（
の
名
穗
）
を
含
む
こ
と
な
し
に
そ
の
も
の
を
雷
ひ
表
は
し
て
み
る
概
念
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、

「
戦
い
人
選
」
と
い
ふ
雷
表
の
形
式
は
、
そ
れ
が
附
精
的
に
（
勺
鶏
口
o
o
置
窪
ω
）
一
つ
の
物
で
あ
る
纂
左
表
は
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
自
燈
に
於
て
（
℃
Φ
N
切
Φ
）
一
つ
の
物
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
は
み
な
い
の
で
あ
る
。
撮
、
　
～
つ
の
も
の
が
他
の
も
の
と
和
幣
的
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ま

つ
に
な
る
と
い
ふ
事
は
、
「
人
聞
が
白
く
あ
る
」
（
一
品
O
b
P
◎
．
Φ
ω
帥
　
鋤
囲
σ
償
ω
●
）
と
い
ふ
場
含
、
即
ち
附
加
（
鋤
傷
象
識
◎
）
に
よ
る
場
合
と
、
「
白

い
物
が
人
閤
で
あ
る
」
（
㌧
r
一
σ
億
ヨ
　
Φ
ω
酔
　
げ
O
資
◎
．
）
と
い
ふ
場
合
、
邸
ち
附
蜘
に
よ
ら
な
い
場
合
の
二
つ
の
仕
方
が
見
出
さ
れ
る
。
故
に
、

「
人
聞
」
の
定
義
に
於
て
は
、
「
白
し
の
定
義
、
或
ひ
は
「
白
し
の
翠
煙
が
附
加
さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
「
白
い
物
し
の
定
義
に
於
て
は

藩
し
「
人
聞
」
が
そ
の
固
有
の
基
盤
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
入
聞
」
又
は
「
人
開
の
定
義
」
が
、
或
ひ
は
他
の
固
膚
の
墓
地
が
措
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
や
う
に
、
附
精
有
の
定
義
に
鞭
て
は
基
盤
が
措
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
附
幣
有
は
完
…
全
な
意
味
に
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於
て
は
本
質
を
持
だ
す
、
附
螢
有
が
述
語
さ
れ
る
墓
彊
の
み
が
完
全
な
意
味
に
於
け
る
本
質
を
持
つ
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に

本
質
一
は
祠
か
或
る
蓋
物
に
の
み
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
三
里
㎜
に
附
精
野
口
が
蓮
瓢
簡
さ
れ
る
…
揚
△
口
、
例
へ
ば
、
「
人
口
四
が
白
く
あ
る
し
（
国
。
ヨ
O

⑦
馨
毘
σ
琶
・
）
と
い
ふ
書
表
の
形
式
は
、
「
特
定
の
或
る
禦
物
し
（
け
O
O
帰
期
ρ
¢
一
癖
）
を
表
は
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
允
だ
或
る
事
物
が

「
ど
の
檬
で
あ
る
か
」
（
臼
既
。
）
を
表
は
し
て
み
る
に
潰
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
特
定
の
或
る
窮
物
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
彩
り
實
盤
に

の
み
滴
…
ム
劃
す
る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
例
へ
ば
、
㎜
、
よ
日
さ
と
は
何
で
あ
る
か
し
と
闇
∵
は
れ
、
「
色
で
あ
る
」
と
答
へ
る
や
う
に
、
量
や
性
心
ハ

等
の
附
帯
有
の
範
疇
に
も
、
逸
る
意
味
で
本
質
が
あ
わ
は
す
る
が
、
量
や
性
質
等
の
附
帯
有
の
範
疇
は
、
そ
れ
が
結
合
す
べ
き
基
盤
を
轟

然
豫
想
す
る
の
で
あ
の
、
そ
の
故
に
、
附
帯
有
の
範
疇
が
、
習
表
の
形
式
か
ら
「
何
汝
で
あ
る
」
と
蓑
現
さ
れ
て
も
、
そ
の
存
在
性
は
基

盤
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
附
精
有
の
範
疇
の
持
つ
本
質
は
、
そ
の
基
膿
た
る
べ
逡
蟹
盤
の
性
質
や
量
の
本
質
を
示
す
に
過
ぎ

す
、
究
極
的
な
意
味
に
煮
て
　
b
嵩
§
一
難
じ
、
且
つ
端
的
な
意
味
に
於
て
の
（
ω
一
ヨ
覧
惹
8
触
）
本
質
を
持
つ
と
鷺
ふ
事
は
出
落
す
、
謂
は

ば
從
騰
的
な
窃
Φ
o
§
伽
環
ヨ
ρ
a
e
、
若
し
く
は
、
此
の
、
或
ひ
は
、
彼
の
本
質
（
ぬ
8
伽
ρ
鼠
α
日
暮
霧
ω
Φ
ゲ
窺
。
〈
Φ
二
誠
）
を
持
つ

と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
附
幣
有
の
範
疇
も
、
「
色
」
と
か
「
激
」
と
か
い
ふ
風
に
、
二
次
的
な
意
味
で
本
質
を
表
は
す
概
念
を
示
す

名
総
を
持
っ
て
は
み
る
が
、
そ
の
名
穗
の
示
す
概
念
が
直
ち
に
一
次
的
な
意
味
で
の
本
質
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
出
面
す
、
　
「
本
質
は
如
何

な
る
概
念
に
せ
よ
、
名
穗
が
表
は
す
概
念
を
持
つ
如
何
な
る
事
物
に
で
も
あ
る
の
で
は
な
く
、
　
（
そ
の
名
樗
が
表
は
す
）
概
念
が
定
義
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
七

あ
る
も
の
に
の
み
あ
る
の
で
あ
る
」
o

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
我
々
が
實
壁
心
形
相
と
質
料
と
か
ら
成
る
舎
成
賢
櫨
…
と
同
じ
や
う
に
、
墓
膿
と
附
懲
有
と
か
ら
漁
る
合
掛
盤

の
本
質
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
は
誤
夢
で
あ
る
か
、
少
く
と
も
嚴
密
性
盆
抄
く
こ
と
で
あ
っ
陀
と
書
ふ
こ
と
が
出
疑
る
。
し
か
し
な
が
ら

我
々
が
現
㎞
貰
に
外
嶺
外
に
…
封
ず
る
と
き
、
そ
こ
に
職
兇
出
山
夕
感
性
的
ム
ロ
威
厩
鍛
膿
は
、
例
へ
ば
、
コ
灘
の
色
は
白
く
、
一
蹴
は
憲
一
く
、
宙
滋
養
の
あ
る

入
国
、
と
い
ふ
や
う
に
、
多
く
の
附
帯
有
を
備
へ
拒
血
汐
的
企
騰
で
あ
る
。
し
か
も
な
ぽ
か
㌧
る
合
成
騰
に
於
て
、
端
的
な
意
味
に
於
け

る
本
質
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
下
調
に
於
て
我
汝
は
此
の
檬
な
合
威
盤
に
つ
い
て
、
更
に
一
歩
湾
察

　
　
　
ト
哩
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
術
上
攣
研
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
七
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哲
墨
競
究
　
錦
四
韻
ユ
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
八

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ト
マ
ス
は
、
實
膿
的
形
絹
と
質
料
と
か
ら
威
る
合
威
蟹
盤
と
、
基
燈
と
附
帯
有
と
か
ら
成
る
合
成
盤
と
を
明
瞭
に
隈
別
し
て
考
人
て
る

　
ム

る
。
即
ち
、
附
帯
有
は
基
…
盤
か
ら
猫
関
し
允
自
ら
に
よ
る
存
在
を
持
潅
す
（
謬
。
郎
忍
び
①
馨
①
ω
。
り
Φ
℃
Φ
触
の
Φ
嚢
6
σ
ω
o
貯
g
B
鋤
ω
¢
び
δ
0
8
）
、

附
整
有
が
基
膿
に
加
は
つ
て
來
た
場
合
に
は
、
附
帯
有
と
基
盤
と
か
ら
附
帯
的
存
在
（
O
ω
沼
醤
ゐ
O
O
箆
①
萱
野
①
）
が
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
会
し
、
形
相
と
質
料
が
結
合
さ
れ
た
場
合
に
は
、
形
相
と
質
料
と
か
ら
結
果
す
る
の
は
實
膿
的
存
在
（
㊦
器
Φ
　
ω
鎧
び
ψ
け
鋤
β
酵
一
鋤
一
Φ
）
で
あ

る
。
撮
、
附
精
綿
が
基
盤
に
蜘
は
っ
て
來
距
場
合
に
、
附
帯
的
存
在
が
結
果
す
る
と
は
い
へ
、
質
料
と
費
騰
的
難
業
の
結
合
か
ら
、
事
物

が
そ
れ
に
於
て
自
ら
に
よ
つ
て
存
立
し
、
自
ら
に
よ
っ
て
一
つ
の
も
の
（
離
ロ
¢
ヨ
）
が
結
票
す
る
と
い
ふ
や
う
な
、
實
壁
的
形
相
と
同
じ

や
う
な
も
の
で
あ
る
と
附
幣
有
を
考
へ
る
こ
と
は
塗
鞘
な
い
。
邸
ち
、
此
の
附
帯
有
を
附
帯
的
形
相
（
臨
◎
場
導
管
鋤
o
o
置
①
艮
降
轟
罵
ω
）
と
呼
ぶ

な
ら
ば
、
附
幣
的
形
相
が
煎
は
つ
て
ゆ
く
耳
食
は
、
自
ら
に
於
て
完
堅
し
元
存
在
者
　
①
謬
ω
獣
ω
Φ
o
o
ヨ
営
①
言
B
）
で
あ
り
、
自
ら
の
存

在
に
於
て
存
立
し
て
み
る
（
匂
D
償
ぴ
獣
馨
。
博
の
ぎ
ω
耀
。
Φ
ω
ω
Φ
）
の
で
あ
る
。
既
の
や
う
に
、
附
帯
的
形
相
に
先
行
し
て
み
る
存
在
者
に
謝
し

て
、
附
帯
的
形
相
が
課
は
つ
て
來
・
喪
場
合
に
は
、
そ
れ
に
於
て
草
物
が
存
立
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
築
物
が
自
ら
に
よ
る
存
在
者
と
な
る
や

う
な
存
在
（
O
o
a
ω
Φ
）
が
結
果
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
な
し
に
も
、
自
存
す
る
轟
物
が
知
解
さ
れ
得
る
や
う
な
、
或
る
二
次
的
存
在
が
結

果
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
附
富
有
と
基
膿
と
か
ら
は
、
自
ら
に
よ
る
一
つ
の
も
の
（
琶
P
鐸
溢
P
　
冒
Φ
械
　
g
陰
⑦
）
が
結
果
す
る
の
で
は
な
く
、

例
へ
ば
、
「
白
」
が
「
白
い
物
」
髭
結
果
す
る
如
く
、
附
幣
的
な
一
つ
の
も
の
（
§
煽
旨
℃
興
鋤
o
o
嬢
Φ
涕
）
が
結
果
す
る
の
で
あ
る
。
此

の
故
に
、
附
帯
有
と
基
盤
の
結
合
か
ら
は
、
或
る
本
質
は
結
果
せ
す
、
附
帯
有
は
完
全
な
本
質
概
念
を
持
拒
な
い
し
、
又
完
全
な
本
質
の

部
分
で
も
な
く
、
附
帯
有
が
從
踊
的
な
存
在
者
（
魯
ω
仰
o
o
毒
曾
ヨ
ね
a
α
）
で
あ
る
や
う
に
、
從
厨
的
な
本
質
（
＄
ω
9
鋤
節
ω
Φ
o
§
冷
製

ぬ
写
染
）
を
持
つ
と
置
は
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
我
汝
が
接
す
る
具
盤
的
壼
盤
で
あ
る
人
間
が
、
自
ら
の
中
に
本
質
約
諸
原
理
（
℃
ユ
挙

。
君
㌶
Φ
器
Φ
馨
罰
鉱
置
）
を
持
ち
、
且
つ
多
く
の
附
帯
有
が
鵬
し
得
る
と
し
て
も
、
入
閉
の
定
義
に
於
て
は
す
べ
て
の
附
帯
有
は
排
除
さ
れ

　
　
　
　
霞
九

る
の
で
あ
る
。



　
以
上
に
於
て
、
附
帯
有
と
基
膿
と
か
ら
成
る
合
成
膿
、
廓
ち
附
随
的
存
在
と
本
質
の
問
題
は
明
ら
か
に
さ
れ
だ
。
次
に
は
、
本
裁
．
的
な

意
味
に
於
て
本
質
を
持
つ
、
附
帯
有
の
基
盤
と
な
り
、
且
つ
そ
れ
に
先
行
す
る
、
實
面
的
形
相
と
質
料
と
か
ら
成
る
合
成
蜜
盤
、
師
ち
蜜

…
盤
的
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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∩
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昌
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帥
§
ご
ω
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酔
ぢ
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言
ρ
罫
碁
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ぎ
諺
ぎ
①
。
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こ
ち
ヨ
ρ
⊆
三
①
μ
雛
卿
讐
a
鷲
三
零
帥
・
。
鳥
詮
μ
δ
〔
∬
¢
錠
①
。
・
二
重
ぎ
■

　
　
　
　
∩
ハ
閃
・
聲
づ
．
●
o
こ
≧
蕉
。
曾
．
。
・
蜜
密
喜
）
・
弩
。
・
噸
く
。
｝
縞
H
”
℃
」
⑦
メ
○
ゑ
・
葬
謹
。
。
“
誠
μ
Φ
蓉
8
§
仲
◎
コ
冨
霧
島
。
①
気
ρ
二
皆
σ
q

　
　
♂
些
Φ
鴛
8
§
峠
3
畏
露
ρ
」
件
窃
冨
塁
触
ξ
の
げ
夏
号
。
し
。
謬
2
彊
無
謬
い
自
働
回
μ
o
．

謎
菰
　
厨
本
語
の
言
蓑
形
式
と
し
て
は
、
「
人
岡
が
白
い
」
と
い
ふ
の
が
唖
然
で
あ
る
が
、
此
塵
に
於
て
大
切
で
あ
る
の
は
、
密
語
と
平
日
賜
の
闘
係
に
於

　
　
　
け
る
「
あ
る
」
と
い
ふ
書
褒
の
方
法
で
あ
る
か
ら
・
特
に
此
の
や
う
な
冨
表
を
絹
ひ
る
。

猛
｛
ハ
　
ト
々
ス
け
凹
此
の
瑠
綱
…
を
U
O
O
コ
触
O
O
滑
ゆ
の
器
づ
凱
ρ
O
瀞
℃
．
“
（
繍
医
用
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
識
八
滲
照
）
に
日
累
日
」
次
の
や
一
り
に
読
明
し
て
み
る
O
C
ゴ
庫
O

　
　
づ
9
鼠
舞
鷺
身
ご
益
瓢
溝
8
琶
漿
プ
．
。
（
管
3
ぎ
昌
娼
。
p
舞
吋
ξ
ぎ
緊
器
蝕
。
鎗
髭
三
。
ω
皆
¢
触
・
・
冨
。
美
く
色
σ
q
§
2
2
三
巴
σ
葺
づ
～
、
魯
塁
¢
，

　
　
。
。
蒼
ヨ
募
尋
2
器
含
鼠
。
ご
。
ヨ
…
塁
。
・
魯
ヨ
。
・
＄
ら
（
剛
二
二
8
＾
＝
づ
呂
ψ
舞
。
8
⑳
圃
讐
鰯
＄
髪
ξ
葺
巴
σ
氏
。
・
一
襲
琶
＄
甲
（
從
っ
て
具
髄

　
　
　
的
に
冒
ひ
表
は
き
れ
托
附
響
動
了
解
…
は
、
「
白
い
物
」
や
「
敏
養
の
あ
る
も
の
し
の
や
う
に
、
還
元
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
種
、
或
ひ
は
瀬
と
し

　
　
　
て
範
購
の
川
下
に
措
定
き
れ
ず
、
た
だ
「
白
さ
」
と
か
「
理
智
」
と
か
の
や
う
に
抽
象
曲
に
意
昧
擢
さ
れ
る
鵬
…
ム
罰
に
の
み
範
疇
の
申
に
措
定
さ
れ
る
の
で

　
　
　
あ
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
更
に
、
一
謬
》
臥
の
ぴ
窯
O
帥
；
μ
こ
⇔
器
　
で
け
凹
、

　
　
　
　
9
影
。
三
鑓
ぬ
奏
§
碧
箆
霧
矧
ぎ
ぎ
層
象
馨
唱
魯
量
ξ
ρ
ご
冒
卸
こ
価
額
ぎ
塾
員
同
ρ
・
緯
鍵
碧
餐
。
。
・
号
集
註
節
ρ
ぎ
コ
ω
。
『
露

　
　
　
ト
マ
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
嵩
岡
ト
…
學
研
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
国
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誓
撫
研
究
　
錦
照
頁
鳳
十
號

四
〇

　
　
黛
。
瓢
タ
凱
α
o
舞
響
9
ゴ
。
”
紹
儀
。
齢
賞
ヨ
簿
び
8
賓
3
恩
α
q
一
μ
臨
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艮
ぬ
属
目
（
剛
曽
㌶
①
卑
Q
二
戸
一
ぴ
ψ
欝
監
罫
影
．
ω
o
幽
。
汐
田
ぬ
奉
①
瓢
静
謹
ぬ
銭
飢
。
繰
巴
げ
象
ρ
⑦
帥

　
　
話
⑳
℃
O
謬
匹
O
欝
ご
0
2
0
さ
潔
O
高
邑
謄
蒔
コ
凶
ゆ
O
無
心
魚
鳥
O
も
。
魯
a
σ
①
鳥
P
づ
O
づ
邸
ヨ
O
鵠
帥
び
。
。
O
質
駒
O
甑
σ
q
三
白
O
舞
臼
篇
（
r
ω
①
侮
ゆ
賃
帥
囲
や
（
蓋
し
、
私
が
「
人
間

　
　
と
は
弼
か
」
と
問
ふ
だ
場
合
、
「
動
物
」
と
瞥
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
「
励
物
し
と
い
ふ
こ
と
は
賀
髄
の
範
嚇
に
脇
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
畢
に

　
　
「
人
闇
聡
か
何
四
か
」
を
脅
箴
ひ
齋
衣
は
し
て
み
る
の
み
で
は
な
く
、
猫
立
晶
露
な
轡
燃
陵
伊
に
於
て
「
何
か
」
を
、
臨
騨
ち
、
鱒
ハ
櫓
脚
〔
宏
「
質
の
識
舷
〕
を
轡
温
味
し
て
み
る
O

　
　
し
か
U
な
が
ら
、
「
由
潅
と
．
は
侮
か
」
が
問
ほ
れ
た
楊
倉
、
「
色
」
と
磐
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
・
「
白
書
と
は
何
か
し
を
意
味
し
て
み
る
に
せ
よ
、
し
か

　
　
」
も
猫
立
的
な
轡
中
味
に
於
て
「
何
か
し
を
憲
映
曜
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
「
ど
の
や
う
で
あ
る
か
」
を
意
瞳
凹
し
て
る
る
の
で
あ
る
。
）
と
蕾
R
っ
て
み
る
。

識
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．
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ゆ
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帥
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容
⊃
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）
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◎
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嵩
讐
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甥
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影
霧
創
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》
β
ユ
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頴
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憎
国
器
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O
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創
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男
戸
冠
Q
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O
篇
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ρ
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男
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腕
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甑
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三
酉
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リ
ミ

　
　
げ
・
）
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①
国
¢
づ
峠
O
象
海
q
り
器
謬
詠
即
、
．
伽
Φ
ω
ρ
↓
ゴ
9
つ
器
島
．
》
心
忌
コ
い
菊
O
貯
づ
鳥
葦
O
O
鴇
①
瓢
類
○
●
娼
二
旨
く
ユ
量
℃
跨
瓢
匂
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H
ゆ
劇
◎
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ρ
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ρ
肩
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彰
ρ
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亀
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肖
∬
舞
坤
。
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○
や
¢
m
9
ご
ヨ
U
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図
。
糞
。
碧
図
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零
ゆ
飢
2
国
象
｛
凶
0
6
禽
島
2
窯
㌶
捌
a
”
菊
。
霧
お
恥
Q
Q

識
九
此
の
や
う
に
附
間
隔
は
・
本
謙
語
な
意
味
に
於
け
る
本
質
か
ら
は
携
除
き
れ
る
が
・
附
瞥
有
は
謂
は
ば
本
家
的
な
意
味
に
於
け
る
本
質
に
關
係
を

　
　
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
存
漁
着
の
概
念
を
分
欝
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
質
は
附
糟
有
の
際
因
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
二
二
る
。
そ
し
て
本
質
は
實

　
　
髄
置
形
報
と
質
料
と
の
含
戎
で
あ
る
か
ら
、
附
撮
管
は
主
と
し
て
賞
嘆
的
形
鵬
か
ら
結
果
す
る
鳥
合
と
、
質
料
か
ら
結
果
す
る
揚
合
の
ご
つ
が
考
へ

　
　
ら
れ
る
。
研
桝
で
鶴
川
難
的
気
霜
は
、
知
軌
的
蒲
榊
の
や
う
に
、
》
、
の
存
在
が
質
料
に
依
専
し
な
い
あ
る
も
の
と
し
て
憾
兄
禺
さ
れ
る
が
、
質
料
は
形
魍
に

　
　
よ
っ
て
の
み
二
二
を
仙
狩
っ
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
㌔
貧
髄
け
獣
形
報
罰
か
ら
結
賑
す
る
附
婿
有
に
は
、
例
へ
．
ば
「
知
偲
伊
す
る
こ
と
」
の
や
う
に
、
質
料
　
と
の

　
　
共
癒
性
を
特
た
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
堆
紅
す
る
こ
と
」
の
や
う
に
、
質
料
と
の
共
逓
性
を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
質
料
か
ら
結
果
す
る
附

　
　
激
論
は
、
實
艦
的
形
測
な
し
に
質
料
か
ら
結
果
す
る
こ
と
は
な
い
。
所
で
、
此
の
質
料
か
ら
結
果
す
る
附
置
有
は
、
綿
麗
的
形
相
に
封
し
て
特
っ
關
係

　
　
と
、
顕
酌
形
醐
に
勤
し
て
…
二
つ
㎜
嗣
係
と
に
よ
っ
て
、
摩
る
差
別
が
あ
る
、
漂
着
は
男
性
。
女
…
牲
の
如
．
き
で
あ
り
、
鳥
兜
は
皮
“
腿
の
色
の
如
毫
が
そ
わ

　
　
で
あ
る
。
更
に
叉
、
質
料
か
ら
結
果
す
る
附
主
旨
は
当
無
約
附
豊
潤
（
㊤
o
o
置
Φ
揃
踏
国
華
郎
宅
峯
鉱
）
で
あ
っ
て
、
同
一
種
内
の
個
物
を
峻
別
き
せ
る
。

　
　
貧
幾
的
形
網
か
ら
結
果
す
る
附
轡
有
は
、
類
或
ひ
は
種
の
面
虜
の
糠
態
で
あ
る
。
以
上
の
や
う
に
附
櫓
有
は
琶
刷
さ
れ
る
。

　
　
　
6
施
O
o
o
糞
①
o
静
。
。
。
。
・
6
艮
㌶
＄
や
刈
及
び
も
a
郎
彰
噂
二
段
◎
智
一
診
噂
ρ
鎖
暫
》
吋
P
G
⇔
、
節
斜
角
ρ
悼
O
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》
『
件
・
お
菊
。
。
・
や
二
騨
頃
3
澄
’
H
Q
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噂
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合
威
蟹
盤
と
は
、
蜜
機
的
形
相
と
質
料
と
か
ら
成
る
下
話
で
あ
る
。
邸
ち
、
此
の
や
う
な
實
騰
が
結
果
す
る
の
は
、
蟹
騰
鎌
形
網
と
質

料
と
の
結
合
に
よ
る
の
で
あ
る
。
賢
盤
的
形
相
は
、
そ
れ
が
加
は
つ
て
ゆ
く
そ
の
も
の
な
し
に
は
、
自
ら
に
よ
る
猫
罪
し
た
存
在
（
娼
①
騰

qゆ

n
Φ
ω
ω
Φ
鋤
σ
ω
O
欝
鍵
ヨ
）
を
持
た
す
、
叉
實
雲
脚
形
相
が
加
は
つ
て
ゆ
く
そ
の
も
の
、
即
ち
質
料
も
亦
、
自
ら
に
よ
る
青
立
し
元
存
在
を

持
っ
て
る
な
い
。
從
っ
て
此
の
繭
者
の
結
含
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
に
於
て
纂
物
が
自
ら
に
よ
っ
て
存
立
す
る
存
在
、
帥
ち
三
極
的

存
在
が
結
果
し
、
叉
、
自
ら
に
よ
る
一
つ
の
も
の
が
結
果
す
る
の
で
あ
勢
、
曇
る
本
質
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
本
質
は
蜜
轟
轟
彫

相
と
質
料
と
か
ら
の
合
成
實
盤
そ
の
も
の
に
歯
す
る
と
雷
ふ
こ
と
が
幽
來
、
更
に
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
帥
ち
、
質
料
と
蟹
面
的

形
相
の
關
係
を
本
質
が
意
味
す
る
の
で
も
な
く
、
又
、
蜜
膿
的
形
相
と
質
料
の
上
に
附
け
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、

關
係
に
よ
っ
て
は
事
物
は
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
出
置
す
、
又
、
蜜
髄
的
形
相
は
質
料
の
顯
勢
態
で
あ
っ
て
、
形
相
に
よ
っ
て
質
料
は
顯
勢

態
に
於
け
る
存
在
者
と
な
の
、
此
の
叢
る
物
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
は
じ
め
て
本
質
が
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
此
の
や
う
に
、
合
成
蜜
膿
の
存
在
の
原
園
は
、
質
料
と
實
寒
詣
形
相
と
な
の
で
あ
っ
て
、
蟹
愚
迷
形
相
の
み
が
、
或
ひ
は
質
料
の
み
が

此
の
實
盤
的
存
在
の
本
質
で
は
な
い
纂
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ト
マ
ス
の
例
に
よ
れ
ば
、
物
が
甘
い
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
甘
味
の
原
困
で
あ

る
熱
と
、
熱
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
液
盤
と
を
包
括
し
た
「
味
」
か
ら
さ
う
呼
ば
れ
る
如
く
で
あ
る
。
從
っ
て
、
合
威
蟹
盤
の
本
質
は
、

實
盤
的
形
相
と
質
料
と
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
撮
、
こ
の
や
う
な
本
質
に
含
ま
れ
る
質
料
は
、
隈
定
さ
れ
た
質
料
（
謬
論
Φ
臥
潜
ω
凶
曽
緯
暁
）
の
み
を
意
味
し
て
み
な
い
。
質
料
は
欄
別

化
（
一
”
当
事
く
一
侮
冷
罵
鉱
。
）
の
原
理
で
識
の
る
が
、
例
へ
ば
、
　
「
人
陥
側
で
伽
の
る
主
翼
の
人
附
聞
」
（
財
。
ヨ
。
脚
質
ρ
姐
鋤
鋤
け
心
ヨ
Φ
ω
魯
げ
。
ヨ
。
）
の
崇
～
義
に
於

て
措
定
さ
れ
る
質
料
は
、
此
の
骨
、
此
の
肉
と
い
ふ
や
う
な
限
定
さ
れ
海
質
料
で
は
な
く
、
濁
立
的
な
黙
認
で
の
（
掌
裡
び
ω
9
暮
Φ
）
骨
や
肉

　
　
　
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
梅
上
攣
研
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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鷺
墨
研
究
　
第
四
百
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
紬

で
あ
る
。
そ
し
て
、
ソ
ク
ラ
ス
テ
の
や
う
に
特
定
の
人
間
が
定
義
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
質
に
措
定
さ
れ
る
質
料
は
限
定
さ
れ

元
質
料
で
あ
る
。
從
っ
て
、
質
料
が
限
定
さ
れ
て
る
る
か
否
か
を
除
く
な
ら
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
人
聞
の
本
質
を
麗
澄
す
る
こ
と
は
出
町

　
験
唱

な
い
。
ト
マ
ス
一
は
こ
の
や
・
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
脈
川
掘
嗣
第
一
蟹
櫓
門
と
齢
第
一
罵
貰
盤
の
太
弓
質
に
つ
い
で
「
簡
㎜
累
に
論
じ
．
て
る
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
が
糞
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
以
上
に
於
て
、
合
成
實
膿
の
本
質
が
、
形
相
と
質
料
と
を
局
時
に
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
一
議
示
さ
れ
潅
が
、
｝
マ
ス
は
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
二

に
、
　
「
本
質
の
部
分
は
、
自
然
的
に
は
形
相
と
質
料
と
で
あ
る
が
、
磁
石
的
に
は
類
と
種
差
と
で
あ
る
」
と
暫
っ
て
み
る
。
何
故
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
竃

「
如
何
な
る
定
義
も
類
と
種
差
と
か
ら
威
る
」
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
「
人
主
」
は
「
讐
魂
」
と
「
肉
膿
レ
の
合
威
置
石
で
あ
り
、
そ

の
本
質
は
そ
の
卜
者
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
つ
だ
け
れ
ど
も
、
我
λ
は
「
百
聞
」
を
定
義
し
て
、
　
「
理
性
的
動

物
で
あ
る
」
と
雷
ふ
や
う
に
、
定
義
に
よ
っ
て
画
面
の
本
質
を
表
は
し
、
且
つ
知
る
の
で
あ
る
か
ら
、
形
相
と
質
料
、
及
び
爾
者
を
含
む

本
質
と
、
類
・
種
・
種
差
等
の
論
理
的
概
念
（
一
昌
仲
Φ
】
P
け
一
〇
口
Φ
ω
　
一
◎
凶
一
〇
鋤
一
Φ
ω
）
と
の
關
聯
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
、

此
の
考
繊
細
に
よ
っ
て
、
｝
マ
ス
が
、
傅
統
的
轟
な
煎
鮭
遡
者
（
蝦
謬
一
く
①
塊
ω
9
◎
一
一
潜
）
の
…
問
題
に
漁
品
評
囲
の
解
管
を
報
酬
へ
て
る
る
纂
帖
が
剛
堅
ら
．
か
に
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。

　
撮
、
今
遽
べ
海
「
人
間
は
理
性
的
動
物
で
あ
る
し
と
い
ふ
例
に
煽
て
は
、
「
人
聞
」
は
種
で
あ
の
、
「
動
物
」
は
類
、
「
理
性
的
し
は

種
差
で
あ
る
と
需
は
れ
る
。
此
の
場
合
、
「
人
間
」
と
い
ふ
種
は
、
「
動
物
」
と
い
ふ
類
を
「
理
性
的
」
と
い
ふ
種
差
に
よ
つ
て
限
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
全
盤
を
構
…
成
す
る
部
分
は
、
そ
の
登
盤
に
つ
い
て
冗
語
さ
れ
な
い
か
ら
、
　
「
人
皇
し
と
い

ふ
一
つ
の
発
盤
に
封
し
て
、
「
動
物
し
は
部
分
と
い
ふ
關
係
に
立
つ
の
で
は
な
く
「
動
物
」
と
い
ふ
類
の
本
質
と
、
「
醜
聞
」
と
い
ふ
種

の
本
質
は
同
じ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
繭
者
の
相
異
は
た
樽
限
定
さ
れ
て
る
る
か
み
な
い
か
の
相
異
に
懸
曽
な
い
。
ど
う
し
て
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
り
ふ

や
う
に
～
冨
ふ
こ
と
が
出
　
來
る
の
で
あ
ら
う
か
。
此
の
こ
と
を
ト
マ
ス
は
、
底
物
の
部
分
と
し
て
の
o
o
騰
℃
⊆
ω
と
、
類
と
し
て
考
へ
ら
れ
る

O
O
触
℃
葛
と
の
相
異
を
考
察
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
る
o



　
　
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
に
君
ふ
な
ら
ば
、
自
然
は
一
般
的
に
。
◎
璽
唱
録
ω
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
o
o
同
℃
餌
ω
は
、
そ
の
中
に
三
次
元

　
　
　
（
瞥
擁
Φ
ω
　
へ
罵
資
①
詳
ω
一
〇
口
Φ
ω
）
が
限
定
さ
れ
得
る
と
い
ふ
本
性
か
ら
8
触
冒
環
ψ
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
よ
の
高
次
の
完
成
に
進
む

　
　
　
こ
と
を
排
除
す
る
か
し
な
い
か
に
よ
つ
て
、
二
嫌
に
考
へ
る
こ
と
が
出
帆
る
。
即
ち
、
そ
の
中
に
三
次
元
が
限
定
さ
れ
得
る
と
い
ふ
形
相

　
　
　
の
．
上
に
、
生
命
（
蕊
鐙
）
と
か
、
或
ひ
は
さ
う
い
っ
た
や
う
な
よ
り
高
次
の
形
相
が
附
け
加
へ
ら
れ
る
こ
と
遂
排
除
し
な
い
場
合
、
さ
う

　
　
　
い
ふ
o
o
塊
℃
二
ω
は
類
で
あ
っ
て
、
三
次
元
が
限
定
さ
れ
得
る
と
い
ふ
形
相
に
於
て
、
任
意
の
あ
ら
ゆ
る
身
網
が
知
解
さ
れ
て
み
る
の
で
あ

　
　
　
る
。
こ
の
や
う
に
考
へ
た
場
ム
ロ
に
、
動
物
…
の
形
網
一
は
、
o
o
村
O
耀
ω
の
形
相
に
於
て
暗
に
（
一
息
◎
犀
。
謬
。
）
含
ま
れ
隔
て
み
る
の
で
あ
る
。
此
の

　
　
論
は
、
ト
マ
ス
の
形
相
の
箪
一
性
の
圭
張
か
ら
毘
た
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ぼ
、
ト
マ
ス
は
人
間
の
形
相
は
知
性
的
繕
魂
鋤
5
1
帥
馨
節
甘
魯
Φ
躍
Φ
9

　
　
氏
く
鋤
）
以
外
に
は
な
い
こ
と
を
蓮
べ
、
此
の
知
性
的
丁
田
と
い
ふ
形
相
の
中
に
、
よ
む
下
位
の
諸
形
相
が
含
ま
れ
て
み
る
と
君
っ
て
み
る

　
　
一
〇
剛
．
ω
億
ヨ
・
↓
渉
①
o
ピ
回
ρ
噂
ρ
．
刈
少
》
再
◎
麟
）
。
從
っ
て
、
三
次
元
が
限
定
さ
れ
得
る
と
い
ふ
o
o
壱
諺
の
形
絹
は
、
o
o
壱
葭
ω
が
よ
の
上

　
　
位
の
完
成
へ
と
進
む
こ
と
を
排
除
し
な
い
場
合
に
は
、
當
然
よ
り
上
位
の
形
相
を
疇
に
含
む
と
喬
ふ
こ
と
が
無
事
る
の
で
あ
る
。
他
方
、

　
　
8
域
℃
房
と
い
ふ
薫
蒸
は
、
三
次
元
を
限
定
し
得
る
と
い
ふ
形
相
か
ら
、
よ
り
以
上
の
完
成
が
結
興
せ
す
、
も
し
他
の
篭
る
も
の
が
附
け

　
　
加
へ
ら
れ
る
な
ら
、
こ
の
や
う
な
o
o
壱
賃
ω
の
意
味
以
外
の
も
の
で
あ
ら
う
と
い
ふ
風
に
、
排
除
を
絆
っ
て
（
o
虹
ヨ
b
奨
器
。
δ
固
。
質
⑦
　
自

　
　
ら
の
中
に
於
て
三
次
元
を
限
定
す
る
可
能
性
を
結
果
す
る
や
う
な
形
相
を
持
つ
漁
る
も
の
を
憲
黙
す
る
こ
と
も
禺
來
る
。
此
の
場
合
に
は

　
　
o
o
壱
縦
の
は
動
物
の
門
鑑
を
構
威
す
る
質
料
的
部
分
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
動
物
と
人
聞
と
の
驕
係
も
、
以
上
遽
べ
た
窃
柄
と
笹
書
に
考

　
　
　
へ
る
こ
と
が
事
事
る
。
即
ち
、
動
物
が
他
の
完
成
を
撲
除
す
る
場
合
に
は
、
動
物
に
よ
む
以
上
の
完
成
が
蜘
は
つ
て
來
π
と
し
て
も
、
そ

　
　
れ
は
動
物
の
概
念
の
申
に
暗
に
含
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
と
し
て
、
動
物
に
封
し
て
部
分
と
い
ふ
仕
方
で
閣
毒
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
他
方
、
動
物
が
、
そ
の
豊
丸
が
栂
で
あ
れ
、
そ
の
形
相
か
ら
感
　
覚
と
蓮
動
と
が
出
て
塗
る
葬
る
も
の
を
意
味
す
る
限
り
、
動
物
は
類
で
あ

　
　
る
。
こ
の
や
う
に
、
類
は
質
料
の
み
を
意
奏
し
な
い
か
ら
、
種
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
、
葬
限
定
的
に
（
一
昌
山
O
酔
Φ
瞳
ヨ
一
謎
9
0
悼
O
）
意
味

　
　
す
る
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
、
種
差
は
類
の
中
に
既
に
非
静
定
晒
に
意
味
さ
れ
て
る
る
形
絹
で
あ
る
か
ら
、
種
差
も
同
塵
に
種
の
中
に
あ

鰯　
　
　
　
　
　
ト
噂
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
粥
上
畢
蘇
究
（
究
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
　
哲
學
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究
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
瀬

鰯　
　
る
す
べ
て
を
意
味
し
、
箪
に
形
相
の
み
を
意
味
し
て
み
な
い
。
駈
で
、
類
と
種
差
と
は
夫
汝
種
の
壼
盤
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
意
味
の
仕
方
に
は
差
異
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
類
は
事
物
に
於
け
る
、
固
有
丸
形
縮
に
よ
る
限
定
の
な
い
質
料
的
な
も
の
を
規

　
　
恕
す
る
名
穗
と
し
て
金
盤
を
意
味
し
、
從
っ
て
、
類
は
質
料
か
ら
得
ら
れ
る
の
で
あ
夢
、
よ
り
高
次
な
完
成
に
難
し
て
質
料
編
章
係
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
澄

　
　
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
種
差
は
反
勤
に
、
そ
の
第
一
の
概
念
か
ら
す
れ
ば
規
定
さ
れ
潅
質
料
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
除
け
ば
、
隈
定
的
な
形

　
　
相
か
ら
と
ら
れ
だ
或
る
限
定
で
あ
る
。
そ
し
て
種
は
此
等
爾
藩
、
即
ち
、
類
と
い
ふ
名
穰
の
意
味
す
る
限
定
さ
れ
海
質
料
と
、
種
差
と
い
ふ

　
　
名
櫓
の
意
味
す
る
限
定
さ
れ
だ
形
相
と
か
ら
の
合
成
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
於
て
示
さ
れ
た
如
く
、
類
は
質
料
で
は
な

　
　
い
が
、
全
膿
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
質
料
か
ら
と
ら
れ
海
も
の
で
あ
り
、
こ
の
や
う
に
上
位
の
発
成
の
黙
か
ら
見
れ
ば
質
料
的
、
で
あ
る

　
　
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
種
的
形
相
の
限
定
な
し
に
頭
物
の
本
質
を
表
は
し
、
種
差
は
形
相
で
は
な
い
が
、
発
盤
を
意
昧
す
る
も
の
と
し
て
形

　
　
相
か
ら
と
ら
れ
挙
動
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
や
う
な
種
外
形
編
の
限
定
に
於
て
構
立
し
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
二
つ
の
概
念
か
ら
、

　
　
種
乃
至
定
義
の
概
念
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
此
の
考
察
に
よ
っ
て
も
、
合
成
落
盤
の
本
質
が
、
形
絹
と
質
料
と
か
ら
成
る

　
　
合
威
盤
そ
の
も
の
で
あ
る
纂
が
知
ら
れ
、
更
に
、
合
威
蟹
盤
及
び
そ
の
形
相
と
質
料
と
、
類
・
種
差
。
種
等
の
論
理
的
概
念
と
の
關
聯
が

　
　
明
ら
か
’
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
や
う
に
、
類
や
種
差
の
概
念
は
、
　
「
人
齢
し
と
か
「
動
物
」
と
か
い
ふ
や
う
な
名
山
に
よ
る
場
合
の
如
く
、
全
盤
と
い
ふ
仕
方
で

　
　
意
昧
さ
れ
て
る
る
限
の
、
個
物
の
中
に
あ
る
蛮
習
を
、
曝
に
、
叉
不
分
明
に
含
ヨ
や
猷
。
誇
Φ
魯
貯
象
ω
瓜
ロ
9
Φ
）
含
む
も
の
と
し
て
本
質
に

　
　
合
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
理
性
的
動
物
で
あ
る
」
と
い
ふ
や
う
に
、
此
の
個
物
（
ぎ
。
適
巳
署
錠
慧
ヨ
）
に
蓮

　
　
瓠
㎎
さ
れ
得
る
の
で
瀞
め
る
。
從
っ
て
、
　
そ
れ
∴
は
附
精
有
を
…
排
除
せ
す
、
　
例
へ
ば
、
　
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
色
が
自
同
い
、
　
軸
臥
に
入
賞
一
は
色
が
白
同
い
」

　
　
と
い
ふ
具
合
に
、
認
る
も
の
が
本
質
を
持
っ
て
る
る
も
の
」
概
念
に
つ
い
て
、
附
広
広
に
蓮
語
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
プ
ラ
ト
ン

　
　
の
イ
デ
ア
論
に
見
ら
れ
る
如
き
本
質
を
欄
物
の
外
部
に
あ
り
と
す
る
立
場
は
緋
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
本
質
を
固
有
の
概

　
　
念
に
從
っ
て
湾
へ
留
場
△
口
、
こ
れ
一
は
本
質
一
の
猫
ゐ
並
的
野
仙
考
察
（
鋤
ぴ
の
O
一
餌
け
O
　
O
O
昌
ω
一
侮
Φ
N
9
δ
け
一
〇
）
で
あ
〉
る
が
、
此
の
場
ム
窟
に
一
は
、
種
の
本
質
一
は
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聖
別
化
の
原
理
で
あ
る
限
定
さ
れ
た
質
料
を
排
除
し
て
意
味
さ
れ
、
例
へ
ば
、
　
「
入
聞
性
」
（
9
巳
潜
艮
欝
の
）
と
い
ふ
名
稻
で
表
は
さ
れ

る
如
く
、
入
聞
が
そ
れ
に
よ
っ
て
人
爵
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
意
味
し
、
こ
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
限
り
の
本
質
に
合
致
す
る
も
の
を
除

い
て
は
、
侮
も
の
も
そ
の
本
質
に
多
し
て
翼
と
は
骨
斑
は
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
附
帯
有
は
そ
の
本
質
に
含
ま
れ
す
、
從
っ
て
、

こ
の
や
う
な
本
質
が
一
で
あ
る
か
多
で
あ
る
か
は
論
ず
る
こ
と
は
出
世
な
い
の
で
あ
る
。
．

　
以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
ト
マ
ス
は
本
質
の
存
在
（
①
ω
ω
Φ
）
を
三
宝
に
霞
別
し
て
考
へ
て
る
る
薬
が
明
ら
か
に
な
る
。
翻
ち
、
下
物
の

中
の
存
在
（
Φ
ω
の
Φ
　
圃
5
　
ω
一
跡
㎞
四
布
一
理
塊
叩
び
離
ω
）
、
精
紳
の
中
の
存
在
（
Φ
ω
器
ぎ
貯
8
目
①
o
葺
）
、
及
び
猫
又
的
な
意
味
で
考
へ
ら
れ
た
本
質
の
存

在
（
①
ω
ω
Φ
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
此
塵
に
普
予
熱
（
環
置
く
⑦
携
慨
す
）
に
封
ず
る
｝
マ
ス
の
解
答
が
見
ら
れ
る
。
邸
ち
、
｝
マ
ス
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
唯
名
論
（
鄭
O
b
P
一
跡
簿
一
博
ω
箆
）
、
或
は
概
念
論
6
§
o
Φ
冒
欝
糞
δ
騎
B
）
、
叉
は
プ
ラ
｝
ン
的
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
の
何
れ
も
。
器
①
軍

仲
置
と
い
ふ
普
懸
者
の
一
面
の
み
を
と
る
も
の
で
あ
る
と
雷
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
此
の
誤
謬
は
、
論
理
的
概
念
論
と
存
在
論

と
の
混
同
か
ら
生
じ
て
煙
る
も
の
で
あ
る
。
｝
マ
ス
が
指
摘
す
る
や
う
に
、
論
理
的
概
念
と
存
在
論
上
の
本
質
と
の
關
聯
は
、
類
比
的

（
℃
触
。
℃
o
村
賦
§
海
洋
Φ
掃
）
な
も
の
で
あ
る
に
逸
辱
な
い
の
で
あ
っ
て
、
此
等
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
｝
マ
ス
の
立
場

は
ど
の
や
う
に
考
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
｝
マ
ス
に
よ
れ
ぽ
、
入
闇
を
し
て
人
聞
海
ら
し
め
る
本
質
は
、
茎
立
的
な
意
味
で
考
へ
ら
れ
陀
本
質
（
Φ
ω
ω
Φ
馨
猷
鋤
ぴ
ω
o
貯
8
8
昌
ω
錠
甲

鴎
罵
言
）
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
本
質
は
、
窮
物
の
中
に
（
貯
嫁
Φ
）
存
在
を
持
つ
と
雷
ふ
こ
と
も
禺
威
す
、
又
糟
憩
の
中
に
（
葺
葺
冨
昌
o
o
鍵
）

存
在
を
持
つ
と
雷
ふ
こ
と
も
出
稼
な
い
。
何
故
な
ら
、
此
の
個
物
の
中
に
（
一
ロ
　
プ
O
O
　
ω
一
ご
ひ
q
粛
一
蓋
触
一
）
存
在
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

や
う
な
本
質
は
此
の
綱
物
以
外
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
し
、
叉
精
榊
の
中
に
存
在
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
こ
の
や
う
な
本
質
は
概
念

的
普
逓
者
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
が
、
普
遍
者
と
い
ふ
概
念
に
は
、
　
一
性
（
賃
巳
鼠
ω
）
と
共
済
性
（
8
彗
ヨ
離
葛
籠
ω
）
と
が
厩
さ
ね
ば
な
ら

す
、
し
か
も
こ
の
や
う
な
性
質
は
、
先
に
示
さ
れ
た
如
く
、
猫
立
的
に
考
へ
ら
れ
海
本
質
に
は
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
の
從

っ
て
、
こ
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
旋
本
質
は
、
首
税
Φ
に
も
、
ぎ
圃
馨
。
黙
①
0
9
（
從
っ
て
、
℃
o
ロ
陰
仲
お
導
）
に
も
存
在
を
持
た
す
、
寧
ろ
そ
れ

　
　
　
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
甲
冊
上
墨
研
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
置
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暫
麟
研
究
　
　
櫨
押
四
口
胃
【
鴻
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
ハ

以
前
の
、
謂
は
ば
趨
越
的
な
存
在
性
を
持
つ
も
の
と
雷
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
、
そ
れ
は
、
　
一
倍
簿
馨
Φ
増
Φ
鑓
に
存
在
を
持
つ

と
雪
ひ
得
る
が
、
プ
ラ
ト
ゾ
的
イ
デ
ア
は
否
定
さ
れ
る
が
故
に
、
発
く
猫
臨
の
解
繹
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
や
う
な
本
質
は
送
手
に
存
在
を
持
つ
と
考
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
　
ト
マ
ス
は
、
「
作
者
の
心
の
中
に
存
在
す
る
、

何
か
或
る
作
ら
れ
る
も
の
、
概
念
は
、
そ
の
作
ら
れ
る
纂
物
の
、
作
身
の
心
の
中
に
於
け
る
或
る
前
存
在
で
あ
る
し
（
O
挫
ω
雌
ヨ
●
8
げ
①
O
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
六

回
ジ
吻
ρ
．
b
⑪
Q
◎
℃
》
詳
・
ゲ
幻
Φ
◎
o
や
●
）
と
雷
っ
て
み
る
。
所
で
、
紳
は
世
界
借
物
の
原
爆
で
あ
汐
、
創
逡
者
な
の
で
あ
る
か
ら
、
「
淋
の
中
に
は
、

原
因
の
中
に
於
け
る
も
の
と
し
て
、
察
物
に
於
て
見
出
　
さ
れ
る
釘
で
あ
れ
箭
以
て
存
在
し
て
み
る
」
（
O
臨
．
ω
毒
・
8
げ
Φ
o
レ
囲
、
“
O
．
α
8

　
　
　
　
　
　
セ

》
嵩
◎
鉾
鋤
傘
N
）
の
で
あ
る
。
二
っ
て
、
此
の
本
質
は
紳
の
精
榊
の
中
に
（
一
管
　
彗
Φ
魏
け
O
　
】
）
一
く
一
双
9
凸
）
、
紳
の
創
幾
の
は
た
ら
き
に
於
け
る

世
界
の
す
べ
て
の
燗
物
の
趨
越
的
原
型
と
し
て
存
在
を
持
つ
と
雪
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
扱
、
こ
の
や
う
な
超
越
的
本
質
は
、
猫
羅
綾
に
考
へ
ら
れ
た
場
合
に
は
個
物
の
中
に
存
在
を
持
つ
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
が
、
紳
の
結
果

が
個
々
の
追
物
で
あ
る
と
書
は
れ
る
如
く
（
O
臨
●
O
．
Q
．
H
”
（
）
騎
Ω
弓
。
0
α
）
、
　
淋
は
払
物
を
顯
勢
焔
に
於
て
存
在
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
超
越
的
本
質
は
、
榊
の
糊
遊
の
は
だ
ら
き
に
よ
っ
て
被
造
的
個
物
の
中
に
多
様
の
存
在
を
持
ち
、
附
幣
有
を
伸
つ
た
一
つ
の
具
盤
的

全
燈
と
し
て
自
存
す
る
講
物
と
な
る
の
で
あ
る
Q
そ
し
て
、
入
聞
知
性
の
認
識
は
、
こ
れ
ら
の
被
叢
的
個
物
の
中
か
ら
本
質
左
抽
象
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
此
庭
に
分
て
本
賛
は
知
性
の
中
に
存
在
を
持
つ
こ
と
に
な
わ
、
そ
れ
は
知
性
の
外
部
に
あ
る
掴
物
に
食
し
て
一
様
の
概

念
を
持
ち
、
欄
物
に
面
し
て
こ
の
や
う
な
關
…
係
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
性
は
種
の
概
念
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
｝
マ
ス
の
立
場
は
猫
自
の
、
し
か
も
均
衡
を
保
つ
距
中
庸
の
立
場
、
或
ひ
は
鯉
幟
の
立
…
場
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
・
る
。
こ

の
や
う
に
合
三
食
膿
の
本
質
の
考
察
に
於
て
、
素
立
的
な
本
質
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
者
（
煽
δ
掃
く
Φ
冠
の
鋤
踊
扇
）
　
の
問
題
の
含
む

圏
難
の
解
決
を
試
み
て
み
る
灰
に
も
、
｝
マ
ス
の
姦
雄
上
書
の
盤
系
的
上
昇
的
性
格
が
窺
は
れ
る
と
思
は
れ
る
。
更
に
、
こ
の
考
察
に
墓

い
て
、
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
の
第
一
蟹
盤
（
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
へ
㍊
も
S
唾
弼
　
O
O
q
・
．
黛
）
と
第
二
實
盤
（
評
。
隷
、
§
9
q
、
黛
）
の
問
題
の
杢
マ
ス
的
解
決
が
得
ら
れ
な
い

で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
少
し
考
察
を
試
み
て
み
ょ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
第
一
蜜
盤
と
は
偲
物
を
意
味
し
、
第
二
蜜
…
盤
は
類
や
種
を
指
し
て
み
る
。
こ
の
躍
分
は
「
範
離
…
論
し
（
ト
ニ
効

　
　
昌
～
同
。
）
及
び
フ
タ
プ
ユ
シ
カ
」
（
H
O
μ
刈
σ
春
o
c
ゆ
ノ
ら
◎
①
）
等
に
見
出
さ
れ
る
が
、
此
の
爾
者
を
問
じ
意
味
で
宮
盛
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
止
る

　
　
か
否
か
は
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
最
後
的
解
答
左
興
へ
て
る
な
い
。
更
に
、
前
編
の
「
範
疇
論
し
及
び

　
　
　
「
メ
タ
ブ
ユ
シ
カ
」
の
幾
分
様
式
に
は
若
干
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
範
疇
論
」
に
於
て
は
、
「
最
も
本
甲
的
に
、
そ
し
て
第
一

　
　
義
的
に
、
且
つ
最
も
す
ぐ
れ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
賢
膿
は
、
宥
る
特
定
の
塞
盤
に
潔
し
て
蓮
べ
ら
れ
る
の
で
も
な
く
、
或
る
特
定
の
基

　
　
購
騨
の
中
に
訣
の
る
も
の
で
も
な
い
も
の
、
例
へ
ば
、
或
る
艸
符
定
の
入
晦
圓
、
ま
距
酒
は
或
る
特
一
定
の
馬
の
加
押
き
で
あ
る
。
し
．
か
る
に
そ
れ
を
種
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
九

　
　
し
て
そ
れ
に
第
一
に
蜜
騰
と
…
冨
は
れ
る
も
の
が
慨
す
る
如
き
も
の
、
こ
の
や
う
な
も
の
と
此
等
の
種
の
類
は
第
二
の
策
士
と
呼
ば
れ
る
」

　
　
（
安
藤
氏
課
に
よ
る
）
と
論
じ
ら
れ
て
み
る
が
、
「
メ
タ
ブ
ユ
シ
カ
」
に
総
て
は
、
「
そ
こ
で
實
盤
と
い
ふ
こ
と
は
二
つ
の
意
味
に
よ
つ
て
語
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
殺
挿
入

　
　
れ
る
こ
と
に
な
る
。
邸
ち
、
他
の
も
の
に
つ
い
て
決
し
て
語
ら
れ
る
（
蓮
語
さ
れ
る
）
こ
と
の
な
い
究
極
的
基
膿
、
及
び
特
定
の
駈
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ナ

　
　
の
で
あ
っ
て
、
又
分
離
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
や
う
な
も
の
は
、
各
募
物
の
形
態
と
か
形
相
と
か
で
あ
る
し
と
蓮
べ
ら
れ
て

　
　
　
み
る
。

　
　
　
擁
、
ト
マ
ス
も
亦
、
第
一
・
第
二
の
豊
野
に
よ
る
蜜
盤
の
獲
分
左
踏
襲
し
て
み
る
が
、
そ
れ
は
「
メ
タ
プ
ユ
シ
カ
」
に
於
け
る
匿
分
様

　
　
式
を
と
り
、
「
範
蔽
脚
論
…
し
に
於
け
る
様
式
を
と
っ
て
み
な
い
。
棚
四
へ
ば
、
　
ω
認
唐
．
↓
げ
①
Φ
野
H
”
導
の
r
心
3
P
諺
塊
『
も
◎
℃
閃
Φ
ω
℃
．
に
於
て
、
「
哲
…

　
　
墨
・
潜
に
よ
れ
、
げ
い
ー
メ
タ
。
フ
ユ
シ
カ
第
五
巻
に
於
て
一
華
髄
一
は
、
二
燃
伽
に
曽
n
は
れ
る
。
　
一
つ
の
仕
轟
力
で
は
、
轡
執
膿
一
は
、
定
義
撞
か
事
物
の

　
　
本
質
（
ω
償
げ
ω
紳
9
0
”
紳
一
潤
）
を
意
味
す
る
限
む
、
そ
れ
を
定
義
が
戸
口
ぴ
蓑
は
す
と
こ
ろ
の
察
物
の
本
質
（
ぬ
銭
自
a
欝
ω
）
を
意
味
し
て
み
る
。
蓋

　
　
し
、
ギ
リ
シ
ア
人
達
は
こ
の
や
う
な
蜜
盤
を
ウ
シ
ア
（
　
》
　
　
、
O
に
q
へ
9
）
と
呼
ん
で
み
る
の
で
あ
る
が
、
我
汝
は
本
質
（
①
霧
①
馨
冨
）
と
呼
ぶ
こ
と

　
　
が
出
還
る
。
他
の
仕
方
で
は
、
悪
事
は
、
蜜
膿
の
範
癖
に
存
立
す
る
と
こ
ろ
の
主
盤
（
ω
償
σ
坤
Φ
O
け
償
出
P
）
あ
る
ぴ
は
基
髄
（
ω
雌
娼
O
o
ω
皆
琶
）
を

　
　
意
味
し
て
み
る
。
こ
れ
は
普
湿
的
に
考
へ
れ
ば
、
怠
る
概
念
を
鴛
表
す
る
名
立
に
よ
っ
て
名
附
け
ら
れ
る
こ
と
が
出
漏
る
、
か
く
し
て
賢

　
　
盤
は
基
盤
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
實
膿
は
更
に
、
具
霊
的
鼠
食
（
嬬
③
ω
）
な
意
味
す
る
三
つ
の
名
醗
に
よ
っ
て
名
附
け
ら
れ
る
。
印
ち
、

伽　
　
　
　
　
　
ト
マ
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
穂
上
攣
硬
究
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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暫
學
研
究
　
第
照
葺
一
一
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎
八

こ
の
や
う
に
呼
ば
れ
た
蟹
膿
の
三
宮
の
考
銀
に
よ
れ
ば
、
自
然
的
事
物
（
お
ω
謬
㌶
霞
鋤
Φ
）
、
蟹
盤
（
ω
鐸
げ
ω
欝
欝
滋
菖
鋤
）
、
及
び
基
盤
（
ゲ
率

℃
◎
ω
欝
ω
雷
）
で
あ
る
◎
蓋
し
、
自
ら
に
よ
っ
て
隠
蟹
し
（
℃
Φ
塊
ω
Φ
Φ
臥
ω
葺
）
、
他
に
於
て
（
貯
9
0
駕
◎
）
存
在
し
な
い
鼠
輩
、
實
髄
（
の
償
ワ

q陰

煌
]
賦
）
と
呼
ば
れ
る
。
　
何
故
な
ら
。
他
に
於
て
で
な
く
、
自
ら
に
填
て
（
ぎ
q
馳
Φ
）
存
在
す
る
も
の
を
我
汝
は
蜜
盤
的
に
存
在
す
る

（
ω
¢
一
）
ω
一
ω
瞥
O
醜
Φ
）
と
雷
ふ
か
ら
で
あ
る
。
所
で
、
何
か
或
る
心
懸
的
自
然
の
下
に
置
か
れ
る
（
ω
¢
℃
も
O
讐
㌶
婦
）
限
の
、
自
然
的
書
物
と
呼

ば
れ
る
、
例
へ
ば
、
此
の
人
間
（
露
O
び
O
ヨ
O
）
が
器
量
的
自
然
物
（
穏
Φ
0
9
謬
罫
0
仲
葭
嚢
Ω
O
び
為
重
£
0
奏
Φ
）
で
あ
る
が
如
く
。
　
し
か
し
、
附
帯
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ヤ
へ

の
下
に
置
か
れ
る
限
の
、
色
詞
或
ひ
は
實
盤
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
」
と
君
ひ
、
其
他
曾
§
・
↓
ぴ
Φ
9
こ
H
、
噂
O
・
。
。
9
》
昼
ド
巴
・
ご

潟
囲
、
矯
O
・
b
o
”
φ
簿
．
少
騎
δ
α
・
ω
及
び
ρ
Φ
。
H
＜
℃
8
℃
●
、
写
り
等
に
於
て
も
同
省
の
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
纂
蟹
と
、
先
の
本
質
に
關
…
す
る
考
集
を
綜
合
し
て
、
次
の
や
う
に
ト
マ
ス
的
解
答
が
興
へ
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
邸
ち
、
ト
マ

ス
は
、
第
一
に
定
義
が
言
ひ
表
は
す
事
物
の
本
質
、
第
二
に
愚
論
の
範
疇
に
於
て
存
立
す
る
、
主
盤
乃
至
基
膿
の
二
つ
を
と
の
あ
げ
る

が
、
此
嘘
で
定
義
が
意
味
す
る
本
質
が
實
膿
と
雷
は
れ
て
る
る
の
は
、
先
に
遽
べ
旋
猫
立
的
な
意
味
で
考
へ
ら
れ
拒
本
質
が
究
極
的
な
意

味
で
の
虚
血
で
あ
る
と
湾
へ
ら
れ
て
る
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
類
・
種
芋
の
論
理
的
概
念
が
蟹
盤
と
考
へ
ら
れ
て
る
る
の
で
は
な
い
。
隷
下

な
ら
、
｝
マ
ス
に
於
て
は
、
論
理
的
概
念
と
存
在
論
的
本
質
は
嚴
密
に
裡
面
さ
れ
て
居
り
、
且
又
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
も
示
し
て
み
る
や
う

に
、
普
逓
的
概
念
は
自
存
す
る
物
で
は
な
く
、
そ
の
存
塵
を
語
物
の
中
に
の
み
膚
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
リ
ス
｝
テ
ン
ス
に
於
け
る
混

鰍
を
排
除
し
て
習
ふ
な
ら
ば
、
類
・
種
概
念
と
し
て
の
「
動
物
」
、
「
入
…
闇
」
等
は
、
営
然
蜜
盤
と
は
雷
へ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
峯
マ
ス
が

「
人
工
潤
」
と
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
し
の
本
下
潮
は
局
一
で
あ
る
と
高
獲
っ
て
み
る
の
は
、
掘
鞠
立
的
な
音
…
味
で
考
へ
ら
れ
た
・
本
質
が
姻
…
物
の
中
に
｛
仔
・
在

を
持
つ
（
從
っ
て
精
紳
の
中
に
存
在
を
持
つ
）
か
否
か
の
相
異
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
論
理
的
種
概
念
と
存
在
論
的
塗
物

の
本
質
の
同
一
性
を
雷
ふ
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
種
概
念
の
指
向
す
る
意
味
内
容
が
、
三
面
的
な
意
味
で
考
へ
ら
れ
元
本
質
と
し
て
の

「
人
聞
し
、
脚
ち
、
猫
立
的
本
質
の
精
南
島
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
面
壁
と
雷
ふ
こ
と
が
出
線
る
◎
以
上
の
や
う
に
考
へ
て
賜
る
な

ら
ば
、
ト
マ
ス
の
示
し
把
蜜
盤
の
二
つ
の
麗
分
は
、
究
極
的
に
一
つ
の
蜜
盤
、
即
も
超
越
的
本
質
に
戯
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
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し
か
も
人
購
知
性
に
と
っ
て
、
よ
勢
先
な
る
も
の
は
、
感
性
帽
章
輿
た
る
儲
物
と
、
そ
れ
か
ら
寒
帯
内
に
與
へ
ら
れ
る
諸
本
質
で
あ
る
こ
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は
雷
ふ
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も
な
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暗
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よ
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後
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越
酌
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な
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壱
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と
課
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が
、
艶
本
語
の
持
つ
限
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露
な
総
堀
は
、
此
等
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
り
。
壱
蕊
の

　
　
　
　
　
課
語
と
し
て
不
適
賞
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あ
り
、
叉
典
他
適
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語
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簿
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∩
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ヨ
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器
．
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o
償
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穿
く
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0
山
二
〇
伽
鐙
囲
壱
9
卦
霞
鎗
8
凱
2
益
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．
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欝
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冨
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暴

四

　
こ
れ
迄
我
汝
は
、
合
成
定
盤
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
左
進
め
て
填
た
。
所
で
、
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
に
と
っ
て
は
、
　
「
或
る
も
の
X
何
で

あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
も
、
叉
掌
る
も
の
』
存
嘉
す
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
も
、
同
一
の
思
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盗
「

に
屡
す
る
し
（
O
臨
」
≦
Φ
幹
国
。
鋤
℃
●
ど
μ
O
b
。
㎝
び
嵩
～
H
。
。
）
こ
と
で
あ
っ
た
。
此
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
へ
に
、
　
一
覧
存
在
（
馬
ミ
ひ
①
ω
ω
Φ
）

　
　
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
本
質
（
。
ミ
．
8
Φ
。
。
器
融
融
）
の
麗
分
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
寧
ろ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
あ
っ
て
は
、
血
書
の
本
質
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
同
時
に
そ
の
存
在
を
も
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
存
在
と
本
質
に
つ
い
て
の
精
細
」
な
る
考
察
は
見
出
さ
れ
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
の
存
在
論
の
限
界
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
ト
マ
ス
は
こ
の
顯
に
於
て
、
明
ら
か
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
超
え
て
み
る
。
｝
マ
ス
は
「
如
何
な
る
本
質
も
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
何

か
或
る
も
の
が
知
解
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
知
解
さ
れ
る
こ
と
が
出
迎
る
。
：
：
故
に
、
そ
れ
の
本
質
が
、
自
分
自
身
の
存
在
そ
の
も
の
で

．
あ
る
何
か
翻
る
も
の
が
恐
ら
く
あ
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
左
除
け
ば
、
存
在
は
本
質
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
二

（
U
①
o
暮
Φ
Φ
仲
Φ
ω
ω
Φ
コ
鉱
帥
。
騎
占
b
●
α
）
と
署
っ
て
居
の
、
　
こ
の
こ
と
か
ら
分
る
や
う
に
、
事
物
の
存
在
と
本
質
と
を
明
瞭
に
謹
選
し
て
ゐ
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る
。
郎
ち
、
合
成
蟹
盤
は
、
或
る
本
質
左
持
っ
て
存
在
し
て
み
る
存
在
者
（
Φ
コ
ω
）
で
あ
る
か
ら
、
我
汝
の
存
在
潜
に
淫
す
る
問
ひ
は
、
翠

に
「
何
で
あ
る
か
し
（
ぬ
鼠
畠
⑦
ロ
・
籍
）
に
止
ま
ら
す
、
そ
の
存
在
し
て
み
る
銀
實
へ
の
問
ひ
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
ト
マ
ス
一
は
瓜
口
戯
聯
燃
盤
の
Φ
ω
ω
①
を
加
〃
何
一
な
る
も
の
と
考
へ
て
る
る
で
あ
ら
う
か
Q

　
垂
物
が
存
在
者
（
①
謬
ω
）
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
存
在
し
て
み
る
こ
と
に
よ
つ
で
、
　
　
即
ち
、
存
寝
（
①
の
。
駐
Φ
）
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
で
あ
る
。
所
で
、
存
在
者
は
常
に
或
る
本
質
左
持
っ
て
存
在
し
て
み
る
。
從
っ
て
、
存
在
は
纂
物
の
本
質
が
存
在
す
る
は
％
ら
き
、
換

暫
す
れ
ば
、
存
在
は
本
質
に
面
し
て
、
顯
勢
態
（
鋤
。
欝
ω
）
と
潜
勢
態
（
弓
0
8
分
賦
）
の
驕
係
に
立
つ
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
面
縛
る
。

　
撮
、
含
威
實
盤
は
、
實
盤
的
形
相
と
質
料
と
の
含
成
で
あ
の
、
賢
盤
的
形
相
と
質
料
の
關
係
は
、
顯
勢
態
と
潜
勢
態
の
關
係
で
あ
る
。

從
っ
て
、
鹸
頁
騰
溜
池
形
畑
㍗
は
端
的
な
音
…
味
に
於
て
｛
健
在
を
與
へ
る
と
考
へ
ら
れ
、
存
’
在
一
は
脚
質
継
蹴
品
形
畑
焼
の
第
一
の
結
M
果
で
藷
の
る
・
と
考
へ
ら
れ

る
。
故
に
、
實
盤
的
形
相
こ
そ
存
在
の
原
理
で
あ
の
、
存
在
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
し
か
し
、
ト
マ
ス
は
形
相
と
存
在
に
明

瞭
な
管
簾
を
輿
へ
る
。
脚
ち
、
合
威
賢
膿
の
形
相
は
、
確
に
顯
勢
態
と
し
て
潜
勢
態
に
あ
る
質
料
を
現
實
に
あ
ら
し
め
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
の
形
相
は
そ
れ
自
身
だ
け
で
は
設
立
得
な
存
在
を
持
っ
て
は
み
な
い
。
即
ち
、
質
料
を
必
然
的
に
豫
督
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
質

料
は
、
顯
勢
態
で
あ
る
甘
糟
な
し
に
は
純
粋
な
潜
勢
態
に
貿
ま
り
、
存
在
を
持
っ
て
は
み
な
い
。
從
っ
て
、
合
成
訳
業
に
於
て
は
、
形
相

と
質
料
と
の
結
合
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
れ
に
於
て
斎
物
が
そ
れ
自
身
だ
け
で
存
立
す
る
存
在
、
換
言
す
れ
ば
、
自
ら
に
依
る
、
或
る

一
つ
の
も
の
が
結
果
し
て
來
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
罵
る
存
在
す
る
黒
物
の
形
相
の
み
、
或
ひ
は
質
料
の
み
が
存
在
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と

が
濃
鼠
な
い
こ
と
は
、
丁
度
、
語
る
事
物
の
形
相
の
み
、
或
ひ
は
質
料
の
み
が
本
質
と
言
ふ
こ
と
が
出
撃
な
い
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
存

在
は
形
相
と
質
料
と
を
二
時
に
含
む
本
質
発
言
の
顯
勢
態
で
あ
る
と
雷
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顯
勢
態
と
い
ふ
鮎
か
ら
す
る
な
ら
ば
、

形
相
は
存
在
に
記
し
て
類
比
的
に
考
へ
ら
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
合
威
實
盤
に
於
て
は
、
形
相
は
存
在
の
原
理
で
あ
の
、
形
相
は
「
事
物

が
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
」
（
ρ
縦
o
o
馨
）
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
が
、
形
相
と
存
在
と
の
違
ひ
は
、
　
「
光
」
と
「
光
っ
て
み
る
こ
と
」
、

「
白
さ
し
と
「
白
い
物
で
あ
る
こ
と
し
の
蓬
ひ
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
｝
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
弼
上
墨
研
究
（
究
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眠
一
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糎
畢
研
究
　
錦
照
膏
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
践
二

　
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
や
う
に
、
合
威
實
膿
に
於
て
は
、
顯
勢
態
と
潜
勢
態
の
關
係
は
、
二
軍
の
構
成
を
な
し
て
み
る
。
邸
も
、

第
一
に
は
、
形
相
と
質
料
の
聞
に
そ
れ
は
見
幽
さ
れ
、
形
網
は
存
在
の
原
理
と
し
て
「
纂
物
が
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
し
（
ρ
償
。
ω
簿
）

と
呼
ば
れ
得
る
。
そ
し
て
形
相
と
質
料
と
か
ら
結
果
す
る
本
質
は
「
堅
物
が
飼
か
で
あ
る
も
の
」
（
ρ
き
偏
。
。
り
魯
）
で
あ
る
。
第
二
に
は
、

本
質
と
存
在
の
間
に
そ
れ
は
見
出
さ
れ
、
本
質
は
「
慕
物
が
何
か
で
あ
る
も
の
し
（
ぬ
8
創
の
Φ
什
）
で
あ
診
、
存
在
は
「
堅
物
が
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
あ
る
と
ζ
ろ
の
も
の
し
（
金
。
①
ω
紳
）
な
の
で
あ
る
Q
既
の
纈
勢
態
と
潜
勢
態
の
關
係
の
二
窺
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
所
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
隈
界
が
見
出
さ
れ
陀
の
で
あ
る
。

　
こ
の
や
う
に
、
合
威
實
膿
に
於
て
は
、
形
相
と
質
料
と
を
含
む
本
質
と
、
そ
の
顯
鷺
山
で
あ
る
存
在
と
は
欝
欝
さ
れ
、
纈
三
態
と
し
て

・
存
在
は
本
質
に
先
行
す
る
と
雷
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
質
の
概
念
に
圏
さ
な
い
も
の
は
附
帯
有
で
あ
る
と
考
へ
ら

れ
る
な
ら
ば
、
存
在
も
亦
附
幣
有
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
叉
、
　
「
本
質
と
は
そ
れ
に
よ
っ
て
壌
物
が
存
在
者
と
齋
は
れ

　
　
　
　
　
が
　

る
も
の
で
あ
る
し
と
言
ふ
意
味
は
何
慮
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
既
の
外
題
は
既
に
ア
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
ナ
（
》
〈
ざ
。
ご
β
¢
ρ
）
に
よ
っ
て
指
…
摘
さ
れ
、
　
ア
ヴ
ィ
チ
ェ
ソ
ナ
は
存
在
は
本
質

に
附
錬
ψ
ご
れ
寵
も
の
（
鶉
伽
蝕
貯
導
）
、
と
考
へ
て
る
｝
た
と
い
ふ
（
（
弼
●
坤
鄭
諺
鼠
ω
酔
・
冨
①
轡
こ
α
α
①
）
o
こ
れ
に
…
封
ず
る
ト
マ
ス
の
答
へ
一
は
先
に
蓮
べ

ら
れ
た
舎
威
蜜
盤
に
於
け
る
存
在
と
本
質
の
關
係
か
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
融
ち
、
合
成
蟹
盤
に
於
て
、
無
爵
態
で
あ
る
蜜
盤
的
形
相
と
、

潜
勢
態
で
あ
る
質
料
と
が
何
れ
も
そ
れ
の
み
で
は
猫
立
脚
に
存
在
髪
持
た
す
、
謂
は
ば
相
互
規
定
的
で
あ
っ
た
や
う
に
、
盛
業
意
業
の
本

質
と
存
在
の
彌
者
は
、
夫
々
潜
勢
態
、
顯
勢
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
相
五
規
定
駒
で
あ
む
、
現
蟹
に
存
在
す
る
合
成
蟹
盤
と
し
て
、
卵
ち

存
在
者
と
な
る
爲
に
は
此
の
野
老
が
謂
は
ば
原
学
的
な
る
も
の
と
し
て
要
望
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
、
潜
勢
態
で
あ
る
本
質
の

概
念
に
嫡
さ
ぬ
と
し
て
も
、
そ
の
語
勢
態
で
あ
る
存
在
は
附
幣
有
と
雷
ふ
こ
と
は
出
饗
す
、
又
、
相
互
規
定
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
む

質
が
そ
れ
に
よ
っ
て
票
物
が
存
在
潜
と
蓄
は
れ
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
（
（
）
隔
．
　
圃
昌
　
φ
単
一
ω
瞥
・
　
竃
Φ
酔
こ
　
α
窃
◎
Q
）
。

更
に
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
や
う
な
問
題
こ
そ
、
ト
マ
ス
に
と
っ
て
、
そ
の
形
面
上
學
的
思
惟
髪
更
に
上
昇
さ
せ
、
趨
越
的
展
，



　
　
　
望
を
開
か
せ
る
糸
口
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
雷
ふ
こ
と
が
廟
宇
る
。
か
の
超
越
的
本
質
が
、
個
物
の
中
に
、
或
ひ
は
精
榊
の
中

　
　
　
に
存
在
を
持
つ
と
き
、
多
く
の
附
上
谷
を
絆
ひ
得
た
や
う
に
、
存
在
も
豊
田
的
存
在
者
の
存
在
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
時
、
そ
れ
は
受
取
ら

　
　
　
れ
た
も
の
（
塊
Φ
o
Φ
も
葺
露
）
で
あ
勢
、
本
賛
の
姻
別
化
の
様
相
に
癒
じ
て
個
別
化
さ
れ
多
檬
化
さ
れ
把
存
在
で
あ
る
。
即
ち
、
｝
マ
ス
は
．

　
　
O
Φ
Φ
馨
①
Φ
け
①
ω
ω
①
馨
冨
O
潜
O
・
①
に
於
て
、
　
「
本
質
は
質
料
と
形
相
と
か
ら
の
合
成
豊
富
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
於
て
は
、

　
　
存
在
を
他
か
ら
持
つ
と
い
ふ
こ
と
の
爲
に
、
存
在
は
受
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
の
、
且
つ
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
そ
れ
ら
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溢
六

　
　
質
は
限
定
県
営
．
料
の
中
に
受
取
ら
れ
定
の
で
あ
る
」
と
四
っ
て
を
の
、
更
に
又
、
ω
償
B
◎
8
ぴ
Φ
O
ご
圃
、
隔
ρ
．
紗
》
答
●
伊
図
Φ
の
憶
．
に
勝
て
・

　
　
　
「
一
つ
の
類
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
類
の
本
質
に
全
て
共
幸
し
て
み
る
。
そ
の
本
質
は
、
本
質
な
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
に
逓
語

　
　
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
存
在
に
瀾
し
て
は
異
っ
て
み
る
。
蓋
し
、
『
入
闇
』
と
『
馬
』
の
存
在
は
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
又
『
此

　
　
の
人
血
』
と
明
か
の
入
聞
』
の
存
在
も
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
や
う
に
、
類
の
中
に
あ
る
如
何
な
る
も
の
も
、
そ
れ
ら
の
存
在
と
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
七

　
　
質
と
は
異
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
と
雷
っ
て
み
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
や
う
な
存
在
の
多
様
化
は
如
何
に
し
て
生
す
る
の
で
あ
ら
う

　
　
か
。
そ
れ
は
當
然
、
存
在
を
受
け
取
る
も
の
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
赦
に
、
面
的
存
在
の
多
様
性
を
生
ず
る
原
理
は
種
差
に
、
個

　
　
物
的
存
在
の
多
語
性
を
生
す
る
原
理
は
限
定
的
質
料
に
求
め
る
こ
と
が
出
馬
よ
う
。
換
署
す
れ
ば
、
本
論
鴬
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
質
の

　
　
相
異
に
求
む
べ
選
で
あ
ら
う
。

　
　
　
撮
、
爽
に
、
感
性
的
實
膿
の
本
質
は
質
料
を
含
む
か
ら
生
威
薫
化
を
持
ち
、
從
っ
て
、
我
々
に
と
っ
て
存
在
は
附
精
陶
様
相
を
俘
っ
て

　
　
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
質
が
存
在
感
受
取
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
存
在
を
興
へ
る
他
者
を
豫
想
さ
せ
る
。
更
に
、
本
質
は
「
そ
れ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
つ
て
二
物
が
圃
有
の
類
、
又
は
種
の
申
に
醗
置
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
の
、
又
「
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
於
て
纂
物
が
存
’
在
を
持
つ
限
り

　
　
　
　
　
　
　
油
九

　
　
さ
う
呼
ば
れ
る
」
の
で
あ
っ
て
、
存
在
は
そ
れ
に
よ
っ
て
蔵
物
が
現
實
の
秩
序
に
於
て
、
自
ら
に
よ
っ
て
存
在
す
る
存
在
者
儲
る
を
得
る

　
　
も
の
で
あ
む
、
故
に
本
質
の
顯
勢
態
と
い
は
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
や
う
な
本
質
と
存
鹿
の
試
織
と
そ
の
關
係
は
、
爾
…
者
の
自

　
　
然
學
納
な
編
輯
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
談
で
も
形
蒲
魚
學
酌
な
晶
帯
髭
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
本
質
と
存
在
と
が
如
何
に
し
て
結

鰯　
　
　
　
　
　
ト
噂
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
薦
上
墾
研
究
（
発
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
三



　
　
　
　
　
　
暫
墨
研
究
　
第
國
百
一
一
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
矯

鰯　
　
署
す
る
か
は
、
我
汝
は
紳
の
剣
造
の
結
果
の
み
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
形
譲
と
質
料
の
結
合
の
場
合
と
岡
じ
く
我
々
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
十

　
　
不
可
知
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
扱
、
こ
の
や
う
に
我
々
は
合
成
實
盤
に
署
す
る
考
察
を
進
め
て
、
最
後
に
存
在
と
本
質
の
麗
別
に
至
つ
拒
。
ト
マ
ス
は
「
顯
勢
態
と
潜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詮
か
一

　
　
勢
態
の
王
威
は
、
形
相
と
質
料
の
合
威
よ
り
も
よ
り
撰
本
的
で
あ
る
」
と
雷
っ
て
み
る
。
合
成
實
膿
は
質
料
を
含
み
、
且
つ
そ
の
本
質
と

　
　
存
在
が
置
尺
さ
れ
る
故
に
、
先
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
顯
勢
態
と
潜
勢
態
の
二
重
の
構
成
が
見
出
さ
れ
た
。
此
廣
に
至
っ
て
ト
マ
ス
は

　
　
我
汝
を
よ
り
｛
尚
次
∵
な
脚
髭
篭
の
考
寂
瓢
へ
と
決
定
的
に
導
く
の
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
一
は
、
本
質
が
質
料
を
含
ま
す
、
し
か
も
存
在
を
他
か

　
　
ら
受
取
る
存
在
者
（
天
使
）
な
る
箪
純
實
膿
（
警
び
。
陰
乱
悪
鋤
簿
。
。
一
B
覧
Φ
拷
）
で
あ
る
。
從
っ
て
、
軍
糧
實
盤
は
形
相
と
存
在
か
ら
合
威
さ
れ
、

　
　
形
相
は
い
は
ば
同
語
異
義
的
に
（
器
ρ
窪
く
o
o
Φ
）
潜
勢
態
と
な
の
、
顯
奇
態
と
潜
勢
態
の
構
成
は
一
所
と
な
る
。
更
に
、
最
後
に
、
此
の

　
　
顯
勢
態
と
潜
勢
態
の
合
成
が
輝
輝
す
る
、
邸
ち
、
そ
の
本
質
と
存
在
が
全
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
の
、
純
紳
能
勢
態
（
降
。
o
け
¢
ω
”
¢
讐
の
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詮
十
二

　
　
あ
る
紳
の
存
在
に
迄
導
く
の
で
あ
る
。

融
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疑
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脇
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笥
暁
m
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く
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暗
a
窃
紋
伽
塾
瑠
）
’
。
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身
①
ω
。
・
。
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δ
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：
団
轟
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。
齢
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拐
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創
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。
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繭
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峯
欝
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鉱
繊
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鴬
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箋
琶
（
で
ρ
器
ψ
2
副
が
筋
ぬ
躍
凱
舞
霧
・
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沖
昼
ω
毎
づ
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・
・
8
嚇
：
：

註
芝
　
O
竺
ρ
P
芦
＄
㌻
灘
“
U
①
g
電
匁
6
鴇
2
膏
＄
℃
ワ
α
～
刈

駐
陽
　
O
o
2
＃
o
簿
㊦
誘
。
豆
貯
弓
潜
マ
む
9
“
窃
。
・
2
二
個
日
三
2
回
μ
o
珍
。
。
0
2
尉
益
田
5
μ
ぬ
置
ρ
一
⇒
お
。
・
o
紹
。
象
。
搾
欝

　
　
ま
葬
鱒
①
鴇
①
㌶
β
タ
歪
同
①
ω
幽
2
9
つ
ヨ
禦
ξ
o
蕊

　
　
殆
ん
ど
㎝
数
字
を
隔
て
た
の
み
で
書
か
れ
た
此
の
二
糠
の
繋
駕
は
、
　
一
膝
毅
現
の
雛
化
に
過
窪
な
い
と
電
霊
ひ
得
る
が
、
私
は
こ
れ
を
三
つ
の
仕
方

　
　
で
解
縄
し
て
み
允
い
。

　
　
売
づ
錦
一
に
は
、
野
島
欝
5
（
竃
欝
○
讐
ぎ
p
讐
憎
と
い
ふ
雷
ひ
方
か
ら
解
騨
を
進
め
て
ゆ
く
と
、
既
に
こ
れ
迄
の
考
察
に
於
て
示
さ
れ
た
や
う
に
、
我

　
毅
の
存
駈
論
的
思
惟
は
、
必
然
的
に
論
理
的
灘
4
，
心
と
聯
驕
を
持
ち
、
三
っ
て
、
言
衷
の
形
式
と
窟
露
な
つ
な
が
り
を
持
つ
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

　
我
は
姦
物
に
つ
い
て
、
獺
及
び
種
差
を
謹
冒
し
、
換
言
す
れ
ば
本
質
を
蓮
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
何
々
で
あ
る
」
と
い
ふ
言
蓑
の
形
式
を
と
る
の
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で
あ
る
。
我
々
は
事
物
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
の
認
識
を
毒
言
の
竜
の
と
す
る
か
ら
、
此
の
や
う
な
本
質
の
蓮
譜
づ
け
を
も
っ
て
、
痛
物
を
存
聡
潜

　
　
　
と
名
附
け
或
ひ
は
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
以
上
の
や
う
に
言
表
の
形
式
と
の
聯
關
に
於
て
と
ら
へ
る
な
ら
ば
、
営
｝
甑
湾
．
ソ
両
魚
．
に
於
て
、
ア
リ
ス
㍗

　
　
　
．
テ
レ
ス
に
そ
の
ま
》
從
ひ
、
o
も
。
り
o
o
虚
心
ρ
を
£
二
〇
〇
9
σ
切
盛
し
て
み
る
（
Z
巷
註
解
勢
照
）
こ
と
の
郷
…
依
婚
も
，
可
描
肺
な
つ
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
第
二
に
は
、
悔
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
如
く
、
顯
勢
態
と
し
て
の
Φ
匂
自
。
噂
Φ
と
潜
麟
労
態
と
し
て
の
。
器
①
三
脚
の
粗
互
規
定
牲
か
ら
解
即
す
る
こ
と

　
　
　
が
禺
家
る
。

　
　
　
　
第
ヨ
に
は
、
ト
マ
ス
に
は
特
色
あ
る
超
越
的
本
質
の
考
へ
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
解
課
す
る
こ
と
が
総
評
る
。
先
に
（
水
論
三
）
明
ら
か
に
さ

　
　
　
れ
た
や
う
に
、
超
越
酌
本
質
は
榊
の
精
聯
の
中
に
あ
り
、
憩
に
於
け
る
、
原
理
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然
練
物
の
存
准
．
原
題
と
需
ひ
得
る

　
　
　
わ
け
で
あ
る
。
し
か
こ
の
や
う
な
本
質
は
我
々
に
と
っ
て
は
錦
解
出
応
ず
、
我
々
が
存
准
と
涯
跳
さ
れ
る
本
質
と
言
ふ
の
と
は
異
る
竜
の
で
あ
る
こ

　
　
　
と
は
師
防
に
澱
〃
べ
ら
れ
た
。

謎
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此
の
や
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に
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言
葉
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へ
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葉
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轍
購
明
の
方
法
を
形
州
堂
上
聯
的
田
ゆ
惟
酬
か
・
り
斥
け
、
鴇
蕨
幅
學
に
鮒
脳
せ
し
め
る
こ
と
等
か
ら
・
考
へ
て
も
、
ト
マ
ス
の
舳
肌
の
存
駈
．
の
菰

　
　
　
　
㍗
マ
．
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・
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ク
ィ
ナ
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再
上
曇
研
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響
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催
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富
麗

　
　
　
っ
の
融
蹴
明
の
巾
で
、
此
の
論
究
脳
臨
酬
か
ら
す
る
蹴
転
明
が
巾
・
心
的
地
位
を
占
め
る
と
爵
鷲
は
な
け
脚
ば
な
ら
な
い
。
6
轡
∩
o
℃
】
o
も
り
舟
◎
謬
嫡
閃
こ
前
田
掬
蹴
飼
℃
同
ソ
¢
o
⇔
『

　
　
　
～
隠
2
0
臨
鵬
。
ジ
財
こ
び
①
，
ご
さ
ご
旨
ヨ
①
○
冨
唱
●
＝
唱
マ
G
。
。
。
～
擬
声
辱
く
ヨ
ご
℃
幾
置
μ
逡
Q
。
”
ぐ
国
紹
葺
脅
㌶
一
己
三
δ
u
。
o
℃
三
〇
竃
亀
（
颪
舜
一
ρ

　
　
　
6
冨
℃
．
蟄
轡
㎏
．
＜
嵩
p
｝
）
㌶
賞
お
恥
Q
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣

　
扱
、
我
汝
は
本
論
一
に
於
て
、
ト
マ
ス
の
形
面
上
學
の
根
本
的
性
格
を
、
啓
示
筆
墨
の
領
域
設
定
の
問
題
、
及
び
、
形
而
上
學
の
主
題

の
聞
題
の
こ
黙
か
ら
、
上
昇
的
と
規
定
し
た
。
而
し
て
、
そ
の
禺
獲
黙
と
な
る
、
我
λ
に
と
っ
て
よ
め
先
な
る
存
在
潜
た
る
、
合
成
蜜
盤

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
最
後
に
存
在
と
本
質
の
獲
別
に
蓬
む
、
こ
の
置
別
か
ら
更
に
よ
り
高
次
の
實
盤
へ
と
導
び
か
れ
る
端
緒
を
興
へ

ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
マ
ス
の
形
晦
上
學
の
上
昇
的
性
格
を
一
居
明
ら
か
に
し
得
距
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
合
掌
蜜
膿
の
存
在
と
本
質
に
關
し
て
、
本
稿
に
於
て
未
だ
論
じ
雛
く
さ
れ
て
み
な
い
問
題
も
多
く
、
又
其
他
の
黙
に
つ
い
て

も
、
更
に
槍
討
を
要
す
る
問
題
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
つ
の
試
論
と
し
て
、
本
稿
の
期
す
る
所
は
略
，
示
さ
れ
得
距
と
思
ふ
。
（
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ENGLISH　OUTLINES　OF　THE
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‘　Esse　’　an（1　‘　Essentia　’　of　Con｝posite　Sttbstances

　　　inもhe　Meむaphγslcs・f　Sも．田h・mas　A像ui．・玉as

　　　　　　　by

the　ancient

Hiroshi　Miyaji

　　Tlie　revival　of　the　ancient　Aristotelian　tradition　tlitough　the　Meta－

physics　of　S．　Thomas　Aquinas，　in　the　course　of　the　13th　Century，　proved

to　be　a　remarkable　achievement　o£　S．　Tkonias’　genius．　This　enabled　him

to　build　ttp　a　powerful　system　which　gave　an　answer　tg　quite　a　number

of　‘aporlae’　left　unsolved　．by　Aristotle　1iiraself．

　　First　of　all，　S．　Thomas　gave　kis　own　answer　to　the　‘aporia’　concer－

ning　the　notorious　ambiguity　of　the　Aristotelian　concept1on　of　First

Philosophy　or　SV｛etaphysics　by　making　a　clear－cut　d1stinction　between

tke　£ield　of　‘titet）lo，r／ia　？ievela．tiop　d・s”　and　the　proper　realm　of　‘theolo．qia

？～舶’プα～ど8’．

　　Tl｝e　rnetaphysical　system　of　S．　Thomas　is　so　built　that　it　rnight　be

ftmdamentally　characterized　as　a　kind　of　hierarchical　order　starting　from

a　lower　grade　of　substances　to　reach　a　higher　one．　The　human　intellect

considers　first　the　sensible　substances，　whicli　are　closer　to　our　knowledge，

and，　frem　them，　passes　to　the　cognition　of　the　existence　o£　God，　who

is　the　highest　of　ali　sttbstances　and　consequently　the　most　intelligibie

in　itself　altl｝ough　far　remote　from　our　human　knowledge．

　　The　purpose　o£　this　paper　is　to　examine　and　to　restate　the　meta－

physlca｝　value　of　this　systemat1c　construction，　especlally　as　regards　the

£ollowing　points　：

1



　　1－The　twofold　reciprocal　similarities　of　aetzt・s”　and　2，0fe）｝Xi“，　as　found

萱ns～tbs～a7～6iae（）om7）08ご～ae＋gensibi～es，　i。　e。　ofノ初つ｝za　s～めs彦ω～tia～お　and　j）zate～零脇，

・and　of　estie　and　e，s‘sejttia．

　　2－The　answers　given　by　S．　Thomas　to　the　traditional　problems　con一

．cernlng撫e．～画。θ閲～ia　and　the　d1st圭籍。亡ion　between　the　f圭rst　anit　second

substances．　The　key　of　the　solution　has　been　looked　ior　in　what　S．

’Thomas　calls　esscntia　（tbsol　t（te　co｝？，gideJ’e．ga，，　which　1s　interpretecl　in　th1s

paper　as　being　the　original　idea　of　creation　such　as　it　exists　in　the

Divine　釦良i1｝d．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R．　A．　tltestls　？）re・“enie（1　’ii｝・　］g．〉一．・．，）
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